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　　今回、お話を伺ったお二人の男性ボランティアに共通していたのは、「定年退職したら、何か地域のためにしたい」という思いです。

定年後、眞田さんは迷わず自治会の活動に参加され、米澤さんは迷いながらも、自分の条件にあう送迎ボランティアを選びました。

　お二人とも以前にボランティア経験があったわけではありません。でも、お二人にはこれまで培ってきた豊かな人生経験があります。

それが「相手への接し方」や「長く続くコツ」に活かされています。そして今、お二人は地域活動を支える大きな柱となっています。

　地域のボランティアといえば女性が主流ですが、最近

は色々な場面で男性のボランティアが増えてきました。

関わりのきっかけや、活動の醍醐味について伺いました。

◇子育て支援ボランティア
　７月の金曜日、瀬戸ヶ谷スポーツ会館で、子育て

サロン「ポテト」が開かれました。その日はあいに

くの雨にもかかわらず、朝から続々と15組の親子

が集まりました。ボランティア、お母さん、子ども

同士もみんなが顔見知りで、子どもたちはすぐに慣

れて遊び始めました。

　その中に、眞田祐治さんがいます。眞田さんはボ

ールを所定の位置に置いたり、マットを出したりし

ながら、子どもたちに危険のないよう見守っていま

した。子どもたちも眞田さんに慣れた様子で、話し

かけたり、ボールを投げたり、突進してくる男の子

もいました。

　眞田さんは、定年退職後はじめて地域の活動に関

わるようになりました。横浜には約20年前からお

住まいですが、在職

中は地域の活動には

まったく縁がありま

せんでした。でも、

お世話になっている

地域だし、定年退職

したら少しは地域の

ことをしなければ、

と思い定年後自治会の手伝いからはじめて、現在は

自治会長として、また民生委員児童委員として地域

活動に携わっていらっしゃいます。

　ご自身の子育ての経験は、転勤が多かったことも

あり、ほとんど奥様に任せきりだったそうですが、

この子育てサロンに関わるようになって、大変さを

今実感していらっしゃいます。

　「こういう場で、お母さん同士が情報交換出来た

りすることは、貴重ですよね。おしゃべりしてちょ

っと楽になったり、共感を得られたりできる場であ

ると良いと思いますね」と眞田さんはおっしゃいます。

　「最近は核家族世帯ばかりだから、自分のお父さ

んしか男の人を知らない子どもも結構いるんですよ。

だから、子育て支援の現場に男の人がいるのは、本

当に良いことだと思います」と一緒に活動している

主任児童委員の長尾さんもおっしゃいます。眞田さ

　　　　　　　　　　　　　　　んは、「ここに来

　　　　　　　　　　　　　　　ると、元気をもら

　　　　　　　　　　　　　　　えるので、無理を

　　　　　　　　　　　　　　　せず、ずっとボラ

　　　　　　　　　　　　　　　ンティアを続けて

　　　　　　　　　　　　　　　いきたい」そう

　　　　　　　　　　　　　 です。

◇送迎ボランティア
　区社協に登録している送迎ボランティアは現在

21名。通院など、自動車での送迎のニーズは高   

まり送迎ボランティアは大活躍です。米澤大義さん

は、約８年前から送迎ボランティアとして活動して

こられました。

　米澤さんは中学生時代から横浜で暮らしはじめ、

在職中は仕事一筋でした。でも、その時から「定年

になったら、ボランティアをしたい」と思っていた

そうです。

　　　　　　　　　　　　　米澤さんは定年退職す

　　　　　　　　　　　　るとすぐに「何かできる

　　　　　　　　　　　　ことはないか」と探し始

　　　　　　　　　　　　めたそうです。ただし、

　　　　　　　　　　　　一つ条件がありました。

　　　　　　　　　　　　それは米澤さんの大切に

　　　　　　　　　　　　している趣味、日本の伝

　　　　　　　　　　　　統芸能である「能楽(の

　　　　　　　　　　　　うがく)」との両立です。

　　　　　　　　　　　　能楽も退職後の大きな楽

　　　　　　　　　　　　しみであり、そのための

時間を確保することも重要でした。だから「空いて

いる時間でできることはないか？」というのが米澤

さんのボランティア探しの条件でした。

　区社協を訪ねたところ「車の運転はお好きですか

？」と尋ねられました。「自動車で送迎するボラン

ティアもあるのか」とその時初めて知り、条件もぴ

ったりだったので、始めてみることにしました。送

迎ボランティアとして活動するための講習と実習を

受け、その後実際の活動が始まります。

　それから約８年。現在も週に１～２回、送迎ボラ

ンティアを続けています。

　「固定していても、車いすって結構揺れるんです

よ。だから、車いすを利用している方の送迎には、

ゆっくりとカーブを曲がったり、ブレーキをかけた

りしています」と穏やかに話されます。

　送迎ボランティアは、利用料などのお金の受け渡

しや個人情報の保護など、活動を行う上で気を配る

点がいくつかあります。

「でもね、利用者のご夫婦が雨の日でも傘をさして

待っていてくれるのを見ると、人の役に立てたなっ

て。その度に、ボラン

ティアをやっていて良

かったと思うんだよね」

　利用者にもファンが

多い米澤さん。その優

しい人柄が伝わってい

る様子がうかがえました。




